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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル方式で駆動される有機電界発光表示装置において、
　走査線に走査信号を順次に供給する走査駆動部と、
　データ線のそれぞれに第１データ信号または第２データ信号を供給するデータ駆動部と
、
　前記走査信号が供給されるときに選択され、前記第１データ信号または第２データ信号
が供給され発光または非発光が制御される複数の画素が備えられる画素部と、
　前記走査駆動部及びデータ駆動部を制御し、前記データ駆動部に所定のデータを供給す
るタイミング制御部と、
　前記タイミング制御部に備えられる第１、第２フレームメモリに対し書き込み（Ｗｒｉ
ｔｅ）の完了時点、及び読込み（Ｒｅａｄ）の開始時点を一致させるように、内部垂直同
期信号と外部垂直同期信号との位相差を一致させる垂直同期信号の同期化回路とを備え、
　前記タイミング制御部は、外部から外部垂直同期信号及び外部データが受信され、前記
外部データを第１または第２フレームメモリに格納する書き込みメモリ制御端と、内部垂
直同期信号に同期して第２または第１フレームメモリに既に格納されたデータを読込み、
それを前記データ駆動部に伝達する読込みメモリ制御端とを有し、第１及び第２フレーム
メモリに対する前記外部データの読込みと書き込み動作を交互に行い、
　前記垂直同期信号の同期化回路は、外部垂直同期信号が入力され、それを１／２分周し
、前記タイミング制御部から内部垂直同期信号及び１／２分周された内部垂直同期信号が
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入力され、それらの排他的論理和をとり、その排他的論理和出力である９０°シフトして
１／２分周された内部垂直同期信号と１／２分周した外部垂直同期信号との排他的論理和
をとった結果に応じて周波数を調節したメインクロックを前記タイミング制御部にフィー
ドバックし、
　前記読込みメモリ制御端がフィードバックされたメインクロックをカウントして内部垂
直同期信号を生成する、ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１フレームメモリが書き込み動作を行なうときに前記第２フレームメモリは読込
み動作を行い、前記第１フレームメモリが読込み動作を行うときに第２フレームメモリは
書き込み動作を行なうことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記読込みメモリ制御端は、前記データ駆動部及び／または走査駆動部にメインクロッ
クを提供することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記読込みメモリ制御端は、内部垂直同期信号及び前記内部垂直同期信号を１／２分周
した信号を前記垂直同期信号の同期化回路に提供することを特徴とする請求項１に記載の
有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記垂直同期信号の同期化回路は、外部垂直同期信号と内部垂直同期信号との位相差を
比較して、前記外部垂直同期信号と位相差が一致する内部垂直同期信号を生成するように
メインクロックの周波数を調節し、前記周波数が調節されたメインクロックを前記読込み
メモリ制御端にフィードバックすることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項６】
　前記垂直同期信号の同期化回路は、
　外部垂直同期信号が入力され、それを１／２分周して出力するＤ－フリップフロップと
、
　前記タイミング制御部から内部垂直同期信号及び１／２分周された内部垂直同期信号が
入力され、９０°シフトして１／２分周された内部垂直同期信号を出力する第１排他的論
理和ゲートと、
　前記第１排他的論理和ゲートの出力信号及び前記Ｄ－フリップフロップの出力信号の位
相を比較する第２排他的論理和ゲートと、
　前記第２排他的論理和ゲートの出力信号の直流成分のみを出力するフィルタと、
　前記第２排他的論理和ゲートの結果に応じて発振周波数が調節され、周波数が調節され
たメインクロックを前記タイミング制御部にフィードバックする電圧制御発振器とを有し
て構成されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　走査線を駆動する走査駆動部及びデータ線を駆動するデータ駆動部を制御し、前記デー
タ駆動部に所定のデータを供給するタイミング制御部と、前記タイミング制御部に備えら
れる第１、第２フレームメモリに対し書き込み（Ｗｒｉｔｅ）の完了時点、及び読込み（
Ｒｅａｄ）の開始時点を一致させるように、内部垂直同期信号と外部垂直同期信号との位
相差を一致させる垂直同期信号の同期化回路とを備えるデジタル駆動方式の有機電界発光
表示装置における外部垂直同期信号と内部垂直同期信号との位相差を一致させる有機電界
発光表示装置の駆動方法において、
　前記タイミング制御部は、外部から外部垂直同期信号及び外部データが受信され、前記
外部データを第１または第２フレームメモリに格納する書き込みメモリ制御端と、内部垂
直同期信号に同期して第２または第１フレームメモリに既に格納されたデータを読込み、
それを前記データ駆動部に伝達する読込みメモリ制御端とを有し、第１及び第２フレーム
メモリに対する前記外部データの読込みと書き込み動作を交互に行い、
　前記垂直同期信号の同期化回路は、
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　前記外部垂直同期信号が入力され、それを１／２分周してデューティ（ｄｕｔｙ）比５
０％で周波数が前記外部垂直同期信号の１／２である信号（第１出力信号）が出力され、
　前記内部垂直同期信号及び１／２分周された内部垂直同期信号が入力され、前記両信号
の位相を比較して９０°シフトして１／２分周された内部垂直同期信号（第２出力信号）
が出力され、
　前記出力された両信号の位相比較を行い、
　前記出力された両信号の位相差が一致するようにメインクロックの周波数を調節し、
　その周波数を調節したメインクロックを前記読込みメモリ制御端がカウントして内部垂
直同期信号を生成する、ことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記メインクロックの周波数調節は、
　前記第１出力信号の位相が第２出力信号の位相より進んでいる場合は、電圧制御発振器
の周波数制御電圧入力が上昇し、メインクロック周波数が高くなり両信号の位相差が一致
することを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記メインクロックの周波数調節は、
　前記第２出力信号の位相が第１出力信号の位相より進んでいる場合は、電圧制御発振器
の周波数制御電圧入力が下降し、メインクロック周波数が低くなり両信号の位相差が一致
することを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記出力された両信号は位相比較された後、フィルタを通って直流電圧にフィルタリン
グされることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に関し、特にデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量と体積を減ら
すことができる各種平板表示装置などが開発されている。平板表示装置には、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：
ＯＬＥＤ）を用いて画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速い応答速度
を有すると同時に、低消費電力で駆動することができる。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１に示すように、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御す
るための画素回路２を備えている。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続されており、カソード
電極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは
、画素回路２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
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【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されるとき、データ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。そのた
めに、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤの間に接続され
る第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に
接続される第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極の間
に接続されるストレージキャパシタＣｓｔを備える。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続されており、第１電極はデータ
線Ｄｍに接続されている。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、ストレージキャ
パシタＣｓｔの一側端子に接続されている。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイ
ン電極のうちいずれか一つに設定され、第２電極は、第１電極と異なる電極に設定される
。たとえば、第１電極がソース電極に設定されれば、第２電極はドレイン電極に設定され
る。走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続される第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから
走査信号が供給されるときに導通状態になり、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号を
ストレージキャパシタＣｓｔに供給する。この際、ストレージキャパシタＣｓｔはデータ
信号に対応する電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続
されており、第１電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤ
Ｄに接続されている。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤのアノード電極に接続されている。このような第２トランジスタＭ２は、ストレ
ージキャパシタＣｓｔに格納された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダ
イオードＯＬＥＤに流れる電流量を制御する。この際、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、
第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００１０】
　しかしながら、このような従来の有機電界発光表示装置の画素は、ストレージキャパシ
タＣｓｔに格納された電圧を利用して階調を表示するため、所望の階調を正確に表現する
ことが困難である（アナログ駆動）。実際に、ストレージキャパシタＣｓｔに格納し得る
所定電圧を利用して複数の階調を表現しなければならず、隣接する階調間の輝度差を正確
に表現することが難しい。
【００１１】
　また、従来の有機電界発光表示装置に備えられる第２トランジスタＭ２は、工程偏差に
よって画素４ごとにしきい電圧及び電子移動度などが異なるように設定される。このよう
に、画素４ごとに第２トランジスタＭ２のしきい電圧及び電子移動度の偏差が生じると、
同一の階調電圧に対し互いに異なる階調の光が生成され、均一な輝度の画像が得られない
という問題点がある。
【特許文献１】韓国特許公開第２００５－００７８３３２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、本発明の目的は、デジタル駆動方式の有機電界発光表示装置において、交
互に書き込み（Ｗｒｉｔｅ）と読込み（Ｒｅａｄ）動作を行なう二つのフレームメモリに
対し、前記書込みと読込みの開始及び完了時点を互いに一致させるために、外部垂直同期
化信号Ｖｓｙｎｃと内部垂直同期化信号を一致させる有機電界発光表示装置及びその駆動
方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前述した目的を達成するための本発明に係る有機電界発光表示装置は、デジタル方式で
駆動される有機電界発光表示装置において、走査線に走査信号を順次に供給する走査駆動
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部と、データのそれぞれに第１データ信号または第２データ信号を供給するデータ駆動部
と、前記走査信号が供給されるときに選択され、前記第１データ信号または第２データ信
号が供給され発光または非発光が制御される複数の画素が備えられる画素部と、前記走査
駆動部及びデータ駆動部を制御し、前記データ駆動部に所定のデータを供給するタイミン
グ制御部と、前記タイミング制御部に備えられる二つのフレームメモリに対し書き込み（
Ｗｒｉｔｅ）の完了時点、及び読込み（Ｒｅａｄ）の開始時点を一致させるために、内部
垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと外部垂直同期信号の位相差を一致させる垂直同期信号の同期化
回路とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明による有機電界発光表示装置の駆動方法は、デジタル駆動方式の有機電界
発光表示装置における外部垂直同期信号と内部垂直同期信号との位相差を一致させる有機
電界発光表示装置の駆動方法において、前記外部垂直同期信号が入力され、これを１／２
分周してデューティ（ｄｕｔｙ）比５０％で周波数が前記外部垂直同期信号の１／２であ
る信号（第１出力信号）が出力され、前記内部垂直同期信号及び１／２分周した内部垂直
同期信号が受信され、前記両信号の位相を比較して９０°シフトして１／２分周された内
部垂直同期信号（第２出力信号）が出力され、前記出力された両信号が位相比較され、前
記出力された両信号の位相差が一致するようにメインクロックの周波数を調節することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、交互に書き込みと読込み動作を行なう二つのフレームメモリに対し前
記書き込みと読込みの開始及び完了時点を互いに一致させることによって、画面の一部に
欠陥が発生する問題点を解決できるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の実施形態によるデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置の説明に先立って、
一般的なデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置について説明する。
【００１７】
　図２は、一般的なデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置の構成ブロック図である。
【００１８】
　図２に示すように、一般的なデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１
乃至Ｓｎ及びデータ線Ｄ１乃至Ｄｍと、複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１
乃至Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１乃至Ｄｍを駆動するためのデ
ータ駆動部２０と、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制
御部５０を備えている。
【００１９】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに対応してデー
タ駆動制御信号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で
生成されるデータ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号
ＳＣＳは走査駆動部１０に供給される。
【００２０】
　そして、タイミング制御部５０は、外部から供給されるデータＤａｔａをデータ駆動部
２０に供給する。
【００２１】
　データ駆動部２０は、一つのフレームに含まれる複数のサブフレーム期間ごとにデータ
線Ｄ１乃至Ｄｍにデータ信号を供給する。ここで、データ信号は、画素４０が発光する第
１データ信号と、画素４０が発光しない第２データ信号に分けられる。すなわち、データ
駆動部２０は、それぞれのサブフレーム期間に走査信号が供給されるたびに、画素４０の
発光または非発光を制御する第１データ信号及び／または第２データ信号をデータ線Ｄ１
乃至Ｄｍに供給する。



(6) JP 4671936 B2 2011.4.20

10

20

30

40

50

【００２２】
　走査駆動部１０はそれぞれのサブフレーム期間ごとに走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号を
供給する。走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号が供給されると、画素４０がラインごとに選択
される。この際、走査信号により選択された画素４０は、データ線Ｄ１乃至Ｄｍから第１
データ信号または第２データ信号が供給される。
【００２３】
　画素部３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給され、それ
ぞれの画素４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給される画
素４０のそれぞれは、走査信号が供給されるときにデータ信号（第１データ信号または第
２データ信号）が供給され、供給されるデータ信号に対応してそれぞれのサブフレーム期
間に発光または非発光する。例えば、走査信号が供給される際に、第１データ信号が供給
される画素４０は当該サブフレーム期間に発光し、第２データ信号が供給される画素４０
は当該サブフレーム期間に非発光する。なお、前記画素４０は、前記図１で説明した画素
の構造と同様であってもよい。
【００２４】
　前記デジタル駆動において、一つのフレーム１Ｆは、複数のサブフレーム（例えば、Ｓ
Ｆ１～ＳＦ８）に分割されて駆動される。ここで、それぞれのサブフレームＳＦ１～ＳＦ
８は、走査信号を順次に供給するための走査期間、走査期間に第１データ信号が供給され
る画素４０が発光する発光期間、及び画素４０が非発光状態に切り換わるリセット期間に
分けて駆動される。
【００２５】
　また、前記サブフレームＳＦ１～ＳＦ８のそれぞれにおける発光期間は互いに異なるよ
うに設定される。例えば、２５６階調で画像を表示しようとする場合、一つのフレームで
８個のサブフィールドＳＦ１乃至ＳＦ８に分割され、８個のサブフィールドＳＦ１乃至Ｓ
Ｆ８のそれぞれにおける発光期間は２ｎ（ｎ＝０、１、２、３、４、５、６、７）の割合
で増加する。すなわち、それぞれのサブフレームで画素４０の発光を制御し所定階調の画
像を表示することになり、前記サブフレーム期間における前記画素が発光する時間の合計
を利用して一つのフレーム期間に所定の階調を表現する。
【００２６】
　このように、デジタル駆動は、各画素に備えられる駆動トランジスタのオンまたはオフ
状態を利用して階調を表現するため、トランジスタのばらつきと無関係に均一な輝度の画
像を表示することができ、しかも、時間を分割して階調を表現（デジタル駆動）するため
、所定電圧範囲を利用して階調を表現（アナログ駆動）する方式に比べてより正確な階調
を表現することができる。
【００２７】
　また、前記タイミング制御部５０には、二つのフレームメモリ（図示せず）が備えられ
ており、これは交互に書き込み（Ｗｒｉｔｅ）と読込み（Ｒｅａｄ）動作を行なう。すな
わち、一つのフレームメモリが外部から供給されるデータを書き込む（Ｗｒｉｔｅ）間に
他のフレームメモリは既に格納されたデータを読込みて（Ｒｅａｄ）前記データ駆動部２
０に転送する。
【００２８】
　この際、前記外部データは、前記外部垂直同期信号により同期して書き込み動作を行な
うフレームメモリに格納され、前記データ駆動部２０は、内部垂直同期信号に同期して読
込み動作を行なうフレームメモリから既に格納されたデータを読込みて画素部３０に備え
られる複数の画素に転送する。このような書き込みと読込み動作は、前記二つのフレーム
メモリの間で交互に行なわれる。
【００２９】
　しかしながら、このような動作において前記外部垂直同期信号と内部垂直同期信号とが
互いに同期せず位相が異なる場合、前記二つのフレームメモリにおける書き込みと読込み
の開始及び完了時点が互いに異なるようになり、画面の一部に欠陥が発生するという問題
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がある。
【００３０】
　図３は、外部垂直同期信号と内部垂直同期信号との位相が一致しない場合に生じる問題
を示す図である。
【００３１】
　図３に示すように、外部垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと内部垂直同期信号Ｖｓｙｎｃとが互
いに同期せず位相差が生じる場合、前記内部垂直同期信号の下降エッジで各フレームメモ
リの読込み／書き込み動作が切り換わるため、前記二つのフレームメモリにおける書き込
みと読込みの開始及び完了時点が互いに異なるようになり、画面の一部に欠陥が発生する
。
【００３２】
　すなわち、正常であれば、前記外部垂直同期信号に同期して外部データに対する書き込
み動作が行なわれる第１フレームメモリＭｅｍｏｒｙ１は、Ｎフレーム期間に対する全デ
ータの書き込み動作が完了した後、Ｎ＋１フレームで読込み動作に切り換えられるべきで
あるが、図示するように、内部垂直同期信号が外部垂直同期信号と同期せず位相差が生じ
る場合、書き込み動作が行なわれる第１フレームメモリＭｅｍｏｒｙ１がＮフレーム期間
に読込み動作に切り換えられ、このためＮフレーム期間に読込み動作が行われるべき第２
フレームメモリＭｅｍｏｒｙ２は、前記内部垂直同期信号によりＮフレーム期間に書き込
み動作に切り換えられる。その結果、前記フレームに相応する画面の一部に欠陥が発生す
る。
【００３３】
　このような問題は、図示されるように、前記外部垂直同期信号と内部垂直同期信号とが
同期しない場合に各フレームごとに持続的に発生する。
【００３４】
　そこで、本発明は前記問題点に鑑みてなされたものであって、タイミング制御部と接続
される垂直同期信号の同期化回路が備えられ、交互に書き込みと読込み動作を行なう二つ
のフレームメモリに対し前記書き込みと読込みの開始及び完了時点を互いに一致させるこ
とができることを特徴とする。
【００３５】
　次に、本発明に係る実施の形態を図面を参照しながら説明する。
【００３６】
　図４は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の構成ブロック図である。
【００３７】
　図４に示すように、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１乃至
Ｓｎ及びデータ線Ｄ１乃至Ｄｍと、複数の画素４００を含む画素部３００と、走査線Ｓ１
乃至Ｓｎを駆動するための走査駆動部１００と、データ線Ｄ１乃至Ｄｍを駆動するための
データ駆動部２００と、走査駆動部１００及びデータ駆動部２００を制御するためのタイ
ミング制御部５００、及び前記タイミング制御部に備えられる二つのフレームメモリに対
し書き込みの完了時点と読込みの開始時点を一致させるように、内部垂直同期信号Ｖｓｙ
ｎｃと外部垂直同期信号との位相差を一致させる垂直同期信号の同期化回路６００を備え
て構成される。
【００３８】
　ここで、前記タイミング制御部５００は、外部から供給される垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ
に対応してデータ駆動制御信号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成し、前記データ
駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２００に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆
動部１００に供給される。さらに、前記外部垂直同期信号に同期して外部から供給される
データＤａｔａをデータ駆動部２００に供給する。
【００３９】
　また、前記タイミング制御部５００には二つのフレームメモリ（図示せず）が備えられ
ており、これは交互に書き込みと読込み動作を行なう。すなわち、一つのフレームメモリ
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が外部から供給されるデータを書き込む間に他のフレームメモリは既に格納されたデータ
を読込みて前記データ駆動部２００に転送する。
【００４０】
　この際、前記外部データは、前記外部垂直同期信号により同期されて書き込み動作を行
なうフレームメモリに格納され、前記データ駆動部２００は、内部垂直同期信号に同期し
て読み動作を行なうフレームメモリから既に格納されたデータを読込みて画素部３００に
備えられる複数の画素４００にそれを転送する。このような書き込みと読込み動作は、前
記二つのフレームメモリ間で交互に行なわれる。
【００４１】
　従来、上述したように、前記外部垂直同期信号と内部垂直同期信号とが互いに非同期で
位相が異なる場合、前記二つのフレームメモリにおける書き込みと読込みの開始及び完了
時点が互いに異なるようになり、画面の一部に欠陥が発生したが、本発明の実施形態では
、このような問題を解決するために、前記内部垂直同期信号を外部垂直同期信号と同期さ
せて位相を一致させる垂直同期信号の同期化回路６００が備えられることを特徴とする。
【００４２】
　前記タイミング制御部５００及び垂直同期信号の同期化回路６００の詳細な構成及び動
作について、図５乃至図７を参照して詳細に説明する。
【００４３】
　また、前記データ駆動部２００は、一つのフレームに含まれる複数のサブフレーム期間
ごとにデータ線Ｄ１乃至Ｄｍにデータ信号を供給する。ここで、データ信号は、画素４０
０が発光する第１データ信号と、画素４００が発光しない第２データ信号に分けられる。
すなわち、データ駆動部２００は、それぞれのサブフレーム期間に走査信号が供給される
たびに画素４００の発光または非発光を制御する第１データ信号及び／または第２データ
信号をデータ線Ｄ１乃至Ｄｍに供給する。
【００４４】
　走査駆動部１００は、それぞれのサブフレーム期間ごとに走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信
号を供給する。走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号が供給されると、画素４００がラインごと
に選択される。この際、走査信号により選択された画素４００は、データ線Ｄ１乃至Ｄｍ
から第１データ信号または第２データ信号の供給を受ける。
【００４５】
　画素部３００は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受け、
それぞれの画素４００に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給さ
れる画素４００のそれぞれは、走査信号が供給されるときにデータ信号（第１データ信号
または第２データ信号）の供給を受け、供給されるデータ信号に対応してそれぞれのサブ
フレーム期間に発光または非発光する。例えば、走査信号が供給されるとき、第１データ
信号が供給される画素４００は当該サブフレーム期間に発光し、第２データ信号が供給さ
れる画素４００は当該サブフレーム期間に非発光する。なお、前記画素４００の構造は、
前記図１に示した画素構造と同様の構造であってもよい。
【００４６】
　図５は、図４に示されるタイミング制御部の構成をより詳細に示した図である。
【００４７】
　図５に示すように、前記タイミング制御部５００は、外部から外部垂直同期信号Ｖｓｙ
ｎｃ及び外部データＤａｔａが受信され、前記外部データＤａｔａを第１フレームメモリ
５２０に格納する書き込みメモリ制御端５１０と、内部垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに同期し
て第２フレームメモリ５３０に既に格納されたデータを読込み、それをデータ駆動回路（
図４の２００）に伝達する読込みメモリ制御端５４０と、前記外部データの読込みと書き
込み動作を交互に行なう第１及び第２フレームメモリ５２０、５３０を有して構成される
。
【００４８】
　前記書き込みメモリ制御端５１０は、外部から外部垂直同期信号及び前記外部垂直同期
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信号に同期して入力される外部データが伝達され、前記外部データを書き込む動作が行な
われるフレームメモリに格納する役割を有する。
【００４９】
　この際、前記フレームメモリは、第１または第２フレームメモリ５２０、５３０となり
得るものであって、前記第１フレームメモリ５２０が書き込み動作を行なうときには前記
第２フレームメモリ５３０は読込み動作を行い、反対に第１フレームメモリ５２０が読込
み動作を行なうときには第２フレームメモリ５３０は書き込み動作を行なう。
【００５０】
　すなわち、前記書き込みメモリ制御端５１０は、書き込み動作を行なうフレームメモリ
に、前記外部データ及び前記外部同期信号により生成される書き込みアドレス信号ＷＲ 
ＡＤＤを提供し、これにより、前記フレームメモリには前記外部同期信号に同期して順次
に一つのフレームに相当するデータが格納される。
【００５１】
　また、前記読込みメモリ制御端５４０は、内部垂直同期信号により生成される読込みア
ドレス信号ＲＤ ＡＤＤを読み出す動作が行なわれるフレームメモリ、すなわち、以前の
フレームに書き込み動作が行なわれてデータが既に格納されたフレームメモリに提供し、
前記フレームメモリから前記既に格納されたデータを読込み、それをデータ駆動回路に伝
達する。
【００５２】
　この際、前記読込みメモリ制御端５４０は、メインカウンタとしてパネルの駆動回路に
メインクロックを提供する役割を有し、前記内部垂直同期信号は、前記メインクロックに
より生成される。
【００５３】
　ただし、本発明においては、前記内部垂直同期信号が垂直同期信号の同期化回路６００
によって前記外部垂直同期信号の位相に同期化された信号、すなわち、前記外部垂直同期
信号と位相差のない信号であることを特徴とする。
【００５４】
　そのために、前記読込みメモリ制御端５４０は、内部で生成される内部垂直同期信号及
び前記内部垂直同期信号を１／２分周した信号を前記垂直同期信号の同期化回路６００に
提供し、それを外部垂直同期化信号と位相比較して、前記外部垂直同期信号と位相差が一
致する内部垂直同期信号を生成するようにメインクロックの周波数を調節し、前記周波数
が調節されたメインクロックを再び前記読込みメモリ制御端５４０にフィードバックする
。
【００５５】
　このように、前記読込みメモリ制御端５４０でフレームメモリに格納されたデータを読
み取るのに使用される内部垂直同期信号は、前記書き込みメモリ制御端５１０でフレーム
メモリにデータを書き込むのに使用される外部垂直同期信号との位相差がないため、上述
のような問題点、すなわち、前記二つのフレームメモリにおける書き込みと読込みの開始
及び完了時点が互いに異なるようになり、画面の一部に欠陥が発生するという問題点を解
決することができる。
【００５６】
　図６は図４に示す垂直同期信号の同期化回路の構成を示すブロック図であり、図７は図
６に示す垂直同期信号の同期化回路の駆動波形図である。
【００５７】
　図６及び図７に示すように、前記垂直同期信号の同期化回路６００は、外部垂直同期信
号が入力され、これを１／２分周して出力するＤ－フリップフロップ６１０と、前記読込
みメモリ制御端５４０から内部垂直同期信号、及び１／２分周された内部垂直同期信号が
受信され、９０°シフトして１／２分周された内部垂直同期信号を出力する第１排他的論
理和（ＥＸ－ＯＲ）ゲート６２０と、前記第１ＥＸ－ＯＲゲート６２０の出力信号及び前
記Ｄ－フリップフロップの出力信号６１０の位相を比較する第２排他的論理和（ＥＸ－Ｏ
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Ｒ）ゲート６３０と、前記第２ＥＸ－ＯＲゲート６３０の出力信号の直流ＤＣ成分のみを
出力するフィルタ６４０と、前記第２ＥＸ－ＯＲゲート６３０の結果に応じて発振周波数
を調節する電圧制御発振器ＶＣＯ６５０とを有して構成される。
【００５８】
　上述したように、外部データは、外部垂直同期信号ＶＳＹＮＣ＿ＷＲに同期して前記タ
イミング制御部の書き込みメモリ制御端（図５の５１０）に入力され、そこで前記タイミ
ング制御部の読込みメモリ制御端５４０は、前記外部垂直同期信号ＶＳＹＮＣ＿ＷＲと同
様のタイミングで同期され読込み動作が行なわれるフレームメモリから既に格納されたデ
ータを読込み、それを各画素に転送する必要がある。
【００５９】
　そのために、本発明は、前記垂直同期信号の同期化回路６００により外部から入力され
る外部垂直同期信号ＶＳＹＮＣ＿ＷＲと、タイミング制御部内のメインカウンタ（Ｍａｉ
ｎ Ｃｏｕｎｔｅｒ）、すなわち、読込みメモリ制御部５４０で生成される内部垂直同期
信号（例えば６０Ｈｚ＿ＲＤ）を互いに位相比較し、その位相が互いに一致するようメイ
ンクロック周波数を調節して両信号の位相を一致させる方法を使用する。
【００６０】
　前記垂直同期信号の同期化回路６００の詳細な動作について図６及び図７を参照して説
明する。
【００６１】
　外部垂直同期信号ＶＳＹＮＣ＿ＷＲが入力されるＤ－フリップフロップ６１０により前
記信号を１／２分周し、デューティ比５０％で、たとえば、周波数が３０Ｈｚの信号ＶＳ
ＹＮＣ＿ＷＲ／２を出力する。
【００６２】
　また、読込みメモリ制御端５４０から出力される内部垂直同期信号６０Ｈｚ＿ＲＤ及び
１／２分周された内部垂直同期信号３０Ｈｚ＿ＲＤが入力される第１ＥＸ－ＯＲゲート６
２０により前記両信号を位相比較して、９０°シフトして１／２分周された内部垂直同期
信号３０Ｈｚ＿ＲＤ＿９０ｓｈｉｆｔを出力する。
【００６３】
　前記入力される両信号をＥＸ－ＯＲゲートを用いて比較する場合、両信号の位相差が９
０°のときにフェーズロックされるため、３０Ｈｚ＿ＲＤを９０°シフトして得られた３
０Ｈｚ＿ＲＤ＿９０ｓｈｉｆｔが出力されることになる。
【００６４】
　そこで、前記Ｄ－フリップフロップ６１０の出力信号ＶＳＹＮＣ＿ＷＲ／２及び第１Ｅ
Ｘ－ＯＲゲート６２０の出力信号３０Ｈｚ＿ＲＤ＿９０ｓｈｉｆｔは、第２ＥＸ－ＯＲゲ
ート６３０に入力されて位相比較される。
【００６５】
　前記ＶＳＹＮＣ＿ＷＲ／２と３０Ｈｚ＿ＲＤ＿９０ｓｈｉｆｔとの位相が互いに一致す
る場合は、位相比較する第２ＥＸ－ＯＲゲート６３０の出力におけるＡ（ｌｏｗ区間）と
Ｂ（ｈｉｇｈ区間）の割合が５０％になり、ＶＳＹＮＣ＿ＷＲ／２の位相が進んでいる場
合はＡ＜Ｂとなり、３０Ｈｚ＿ＲＤ信号の位相が進んでいる場合はＡ＞Ｂとなる。また、
前記第２ＥＸ－ＯＲゲート６３０に接続され備えられるフィルタ（たとえば、ｌｏｗ ｐ
ａｓｓフィルタ）６４０は、前記第２ＥＸ－ＯＲゲート６３０出力信号の直流ＤＣ成分の
みをフィルタリングしてそれを出力する。
【００６６】
　これにより、前記ＶＳＹＮＣ＿ＷＲ／２の位相が３０Ｈｚ＿ＲＤ＿９０ｓｈｉｆｔの位
相より進んでいる場合は、電圧制御発振器ＶＣＯ６５０の周波数制御電圧入力が上昇し、
メインクロックＲＤ＿ＣＬＫ＿ＯＵＴ周波数を上げることによって両信号の位相差を一致
させる。
【００６７】
　これに対し、３０Ｈｚ＿ＲＤの位相が進んでいる場合は、前記ＶＣＯ６５０の周波数制
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御電圧が下降し、メインクロックＲＤ＿ＣＬＫ＿ＯＵＴ周波数を下げることによって両信
号の位相差を一致させる。
【００６８】
　このように、周波数が調節されたメインクロックがフィードバックされ、前記タイミン
グ制御部のメインカウンタ（Ｍａｉｎ Ｃｏｕｎｔｅｒ）、すなわち、読込みメモリ制御
端５４０に入力されることによって、前記外部垂直同期信号と位相差のない内部垂直同期
信号が生成され、前記内部垂直同期信号により読込み動作が行なわれることで、前記二つ
のフレームメモリにおける書き込みと読込みの開始及び完了時点が互いに異なるようにな
り、画面の一部に欠陥が発生する問題を解決できる。
【００６９】
　図８は、外部垂直同期信号と内部垂直同期信号との位相が一致する場合を示す図である
。
【００７０】
　図８に示すように、外部垂直同期信号Ｖｓｙｎｃと内部垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが互い
に同期して位相差がない場合は、前記外部垂直同期信号と同一のタイミングを有する内部
垂直同期信号の下降エッジで各フレームメモリの読込み／書き込み動作が切り換えられる
ため、前記二つのフレームメモリの書き込みと読込みの開始及び完了時点が互いに一致し
、その結果、各フレームごとに発生する画面欠陥のないディスプレイが得られる。
【００７１】
　すなわち、前記外部垂直同期信号に同期して外部データに対する書き込み動作が行なわ
れる第１フレームメモリＭｅｍｏｒｙ１は、Ｎフレーム期間に対し全データの書き込み動
作が完了した後、Ｎ＋１フレームで読込み動作に切り換えられ、これと同様に、前記外部
垂直同期信号と同一のタイミングを有する内部同期信号に同期して既に格納されたデータ
に対する読込み動作が行なわれる第２フレームメモリＭｅｍｏｒｙ２は、Ｎフレーム期間
に対し全データの読込み動作が完了した後、Ｎ＋１フレームで書き込み動作に切り換えら
れる。
【００７２】
　以上、本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに
限定されず、請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形
及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図。
【図２】一般的なデジタル駆動方式の有機電界発光表示装置の構成ブロック図。
【図３】外部垂直同期信号と内部垂直同期信号の位相が一致しない場合に生じる問題点を
示す図。
【図４】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の構成を示すブロック図。
【図５】図４のタイミング制御部の構成をより詳細に示した図。
【図６】図４の垂直同期信号の同期化回路の構成を示すブロック図。
【図７】図６の垂直同期信号の同期化回路の駆動波形図。
【図８】外部垂直同期信号と内部垂直同期信号との位相が一致する場合を示す図。
【符号の説明】
【００７４】
５００…タイミング制御部
５１０…書き込みメモリ制御端
５２０…第１フレームメモリ
５３０…第２フレームメモリ
５４０…読込みメモリ制御端
６００…垂直同期信号同期化回路
６１０…Ｄ－フリップフロップ（ＦＦ）
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６２０…第１ＥＸ－ＯＲゲート
６３０…第２ＥＸ－ＯＲゲート 　　　　 　
６４０…フィルタ
６５０…電圧制御発振器（ＶＣＯ）

【図１】

【図２】

【図３】



(13) JP 4671936 B2 2011.4.20

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(14) JP 4671936 B2 2011.4.20

【図８】



(15) JP 4671936 B2 2011.4.20

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ａ          　　　　　

    審査官  奈良田　新一

(56)参考文献  特開２００５－０２７１９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１６３９１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０７８６６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２８７６８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０１０５１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－３０７５６２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ３／００－３／３８
              Ｇ０２Ｆ１／１３３



专利名称(译) 有机电致发光显示装置及其驱动方法

公开(公告)号 JP4671936B2 公开(公告)日 2011-04-20

申请号 JP2006261347 申请日 2006-09-26

[标]申请(专利权)人(译) 三星斯笛爱股份有限公司

申请(专利权)人(译) 三星エスディアイ株式会社

当前申请(专利权)人(译) 三星移动显示的股票会社

[标]发明人 金道益
柳道亨

发明人 金 道▲益▼
柳 道亨

IPC分类号 G09G3/30 H01L51/50 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/2096 G09G3/2022 G09G3/3225 G09G3/3266 G09G3/3291 G09G5/399 G09G2320/0233 
G09G2360/18

FI分类号 G09G3/30.J H05B33/14.A G09G3/20.612.L G09G3/20.631.D G09G3/20.631.B G09G3/20.612.K G09G3
/20.642.A G09G3/20.621.A G09G3/20.650.J G09G3/3233 G09G3/3258 G09G3/3266 G09G3/3275 
G09G3/3291

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC33 3K107/EE03 3K107/HH01 3K107/HH04 3K107/HH05 5C080
/AA06 5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/FF11 5C080/GG15 5C080/GG17 5C080/JJ02 5C080/JJ03 
5C080/JJ04 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/BA38 5C380/CA04 5C380/CA08 5C380/CA12 5C380
/CA14 5C380/CB01 5C380/CC02 5C380/CC26 5C380/CC33 5C380/CC62 5C380/CD012 5C380/CE17 
5C380/CE19 5C380/CF02 5C380/CF10 5C380/CF34 5C380/CF58 5C380/CF59 5C380/CF60 5C380
/DA01 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380/DA09 5C380/DA47 5C380/DA50 5C380/DA56

代理人(译) 佐伯喜文
渡边 隆
村山彦

优先权 1020060083143 2006-08-30 KR

其他公开文献 JP2008058916A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

甲交替地执行的两个帧存储器的写入和读取操作，相互匹配的写入的开始和结束以及读出时，数字驱动方法以匹配外部垂直同步信
号和内部垂直同步信号一种有机发光显示装置及其驱动方法。 和A顺序地提供扫描驱动器的扫描信号到扫描线时，第一或数据驱动
器提供所述第二数据信号到每个数据，当提供扫描信号被选择，则在其中多个像素被提供给第一或第二数据信号发光或不供给来控
制通过控制扫描驱动器和数据驱动器，定时控制，用于提供预定的数据到数据驱动器的像素部和部件，写入在定时控制器提供的两
个帧存储器的完成，并以匹配的读取的开始时间，垂直同步信号，以匹配内部垂直同步信号和外部垂直同步信号之间的相位差和同
步电路。 点域6

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/60ce56e1-0a8d-4057-96e7-43c3d4dce217
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038587712/publication/JP4671936B2?q=JP4671936B2



